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小
田
原
市
で
は
、
２
０
２
１
年
９
月
の
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー

ル
の
開
館
に
よ
り
、
旧
市
民
会
館
を
解
体
撤
去
す
る
こ
と
か

ら
、
18
年
に
策
定
し
た
「
三
の
丸
地
区
の
整
備
構
想
」
に
位

置
付
け
た
短
期
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
旧
市
民
会
館
跡
地

や
本
町
臨
時
駐
車
場
、
市
土
地
開
発
公
社
所
有
地
を
整
備
予

定
エ
リ
ア
と
す
る
「
市
民
会
館
等
跡
地
活
用
計
画
」
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
活
用
コ
ン
セ
プ
ト
を

〝
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
〟
と
し
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
促
す
空

間
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
活
用
計
画
は
、
意
見
交
換
会
で
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
本
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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三の丸整備地区

整備予定エリア

■策定の背景

三の丸地区のうち小田原

城址公園に隣接するエリア

は、増加する観光客を迎え

入れる役割や、その周辺エ

リアなどへの回遊を促す周

遊拠点の機能発揮が期待さ

れています。

■策定の趣旨

市では、小田原城の正規

登城口に面するエリアにつ

いて、将来のまちづくりビ

ジョンとして、整備に向け

た基本的な考え方や方向性

を示めした「三の丸地区の

整備構想｣を2018年(平成30)

年に策定しました。

■構想の期間

平成2018(平成30)年度か

ら、短期計画・中期計画・

長期計画ごとに段階的な整

備が位置付けられています。

旧市民会館跡地等活用計

画は短期計画等に位置付け

られています。

■構想の対象地区

上段の図「整備予定エリ

ア」の で示した区域。

2018年策定 三の丸地区の整備構想

■12月から解体工事

昨年７月31日に閉館した

旧市民会館は、今年の12月

から約20カ月かけて解体工

事が実施されます。

解体にあたっては、在来

工法に比べ比較的振動が少

なく、より騒音や粉塵も抑

えられる工法が採用されま

す。

■多くの思い出が

旧市民会館は、1962（昭

和37）年に大ホールが、19

65（昭和40）年に本館が開

館され、これまで成人式や

8,000組を超える結婚式、

さかなまつり、菓子まつり

など、多彩な行事が開催さ

れ、たくさんの思い出が育

まれました。

12月から 旧市民会館解体工事開始

解体される旧小田原市民会館

市立病院では、受付時や会計

時の待ち時間の解消を図るため、

7月20日から２つのシステムを

導入しました。

◆保険証確認システム

ＡＩを用いた保険証確認システムを４台導入。

患者さんが保険証を機械でスキャンすることで確認

手続きが完了します。また、再来院手続きもスムーズ

に行うことができます。

◆会計表示システム

会計窓口に、会計の計算処理が完了した番号を表示

する大きなモニター（会計表示板）を設置しました。

会計計算が済みましたら、患者さんの番号を会計表

示板でお知らせします。番号が表示されたら自動精算

機または窓口でお支払いをします。

全国健康福祉祭（愛称「ねんりんピッ

ク」）は、主に60歳以上の高齢者を中

心とするスポーツ、文化、健康と福祉

の総合的な祭典で、国民の健康保持・

増進、社会参加、生きがいづくりの高

揚を図り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与

するため、1988年から開催されています。

今年は、神奈川県内26市町で32種目のスポーツや文

化種目が初めて開催される予定で、小田原市では、11

月13日～15日にかけて、ソフトテニスが小田原テニスガー

デンで、ソフトボールが酒匂川スポーツ広場と県立西

湘スポーツセンターで開催されます。

1966年に開設された久野霊園

（2,762墓地）では、少子化の進

展などに伴い、引き継ぎ手がい

ない墓地が増加しています。

市では、使用者へのアンケー

ト調査の結果を踏まえて、無縁墓地化の防止対策と合

葬式墓地への改装で空いた区画墓地を新たな使用者に提

供する「循環利用」を促進するため、合葬式墓地を整備

することとし、現在、工事を進めています。

合葬式墓地は、鉄筋コンクリート平屋建て、骨壺埋蔵

数は1,300個、23年４月に使用が開始される予定です。

診療報酬改定に伴い、2022年10月１日から「初診時選定

療養費」と「再診時選定療養費」が変更されます。

◆初診時選定療養費

市立病院のように大きな病院に他の医療機関から紹介状

を持たずに受診した場合にかかる料金。

【2022年９月30日まで】 【2022年10月１日から】

５，５００円（税込） ７，７００円（税込）
◆再診時選定療養費

市立病院から他の病院・診療所などに対して紹介状を出

したにもかかわらず、引き続き市立病院を受診された場合

に受診１回ごとにかかる料金。

【2022年９月30日まで】 【2022年10月１日から】

２，７５０円（税込） ３，３００円（税込）

「デジタルミュージアム」とは、絵画や彫刻などの

芸術作品や歴史、民俗などのさまざまな資料をデジタ

ルデータに変換して保管し、電子ネットワーク上で閲

覧できる美術館や博物館のことです。

市では、市が所有している歴史的・文化的資料をデ

ジタルレプリカ（デジタル複製）し、デジタルミュー

ジアムとしてインターネット上で広く公開します。

デジタルミュージアムは、小田原市の歴史や文化に

触れる機会と場を提供し、歴史と文化の次世代継承や

観光振興につなげることなどを目的としています。

市消防本部では、災害発

生時の状況把握や情報収集

を迅速、効率的に行うため、

８月１日から情報収集活動

用ドローンの運用を開始し

ました。

地震や風水害などの大規模災害に限らず、建物火災

や水難救助などの災害に対しても、ドローンの俯瞰的

視点からの情報収集は非常に有効とされています。

また、赤外線カメラと高性能カメラを搭載したドロー

ンにより撮影した災害現場の映像を、現場指揮者が確

認することにより、効率的な指揮活動を行うことが可

能となり、被害の軽減につながることが期待されてい

ます。

4

＊「かけはし」のバックナンバーもあります。ご希望の方は１面上段の発行者までご連絡ください。（無料です。）

耳より情報

■小田原市立病院 外来待ち時間の解消へ ■小田原市立病院の初診時・再診時選定療養費
が10月から変更に
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■久野霊園合葬式墓地 2023年使用開始へ

小田原市久野霊園

■デジタルミュージアム 2023年４月オープン予定
■ねんりんピックかながわ2022 11月開催

小田原市立病院

■市消防本部 ドローンで災害情報を収集

導入されたドローン
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観光振興につなげることなどを目的としています。

市消防本部では、災害発

生時の状況把握や情報収集

を迅速、効率的に行うため、

８月１日から情報収集活動

用ドローンの運用を開始し

ました。

地震や風水害などの大規模災害に限らず、建物火災

や水難救助などの災害に対しても、ドローンの俯瞰的

視点からの情報収集は非常に有効とされています。

また、赤外線カメラと高性能カメラを搭載したドロー

ンにより撮影した災害現場の映像を、現場指揮者が確

認することにより、効率的な指揮活動を行うことが可

能となり、被害の軽減につながることが期待されてい

ます。

4

＊「かけはし」のバックナンバーもあります。ご希望の方は１面上段の発行者までご連絡ください。（無料です。）
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■小田原市立病院 外来待ち時間の解消へ ■小田原市立病院の初診時・再診時選定療養費
が10月から変更に
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■久野霊園合葬式墓地 2023年使用開始へ

小田原市久野霊園

■デジタルミュージアム 2023年４月オープン予定
■ねんりんピックかながわ2022 11月開催

小田原市立病院

■市消防本部 ドローンで災害情報を収集

導入されたドローン
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